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（開示事項の経過）当社及び当社子会社による子会社（孫会社）設立に関するお知らせ 

 

当社は、2024年５月10日に開示いたしました「当社及び当社子会社による子会社（孫会社）設立に関

するお知らせ」に関し、下記のとおり設立が完了いたしましたことをお知らせいたします。なお、確定

に伴う変更箇所には下線を付しております。 

 

記 

１．設立の目的 

当社は、ダイヤモンド単結晶の種結晶を製作し、LGD（Laboratory Grown Diamond：人工宝石）を製作

するための素材として専ら単一製品として販売してまいりましたが、昨年来の市場の変化に対応して、

多様な製品を販売することといたしました。また、これまで主として日本において営業活動を行ってい

たために、ビジネスの変化を早期に察知することが困難な状況にありました。そこで、世界的なダイヤ

モンド加工産業の集積地であるインド・グジャラート州において、タイムリーに顧客のニーズに応えて

いくことを目的として、当社は、当社100％子会社であるエス・エフ・ディー株式会社（以下「SFD」と

いいます。）と共に、インドにおいて現地法人の設立を進めてまいりました。 

その結果、2024年７月29日にSFD India Private Limitedの名称で設立登記を完了いたしました。同社

では、従来からの当社製品である種結晶を、インドのLGDメーカーに対し直接販売いたします。また、

SFDが計画している宝石は、当社で製作した原石を使用し、同社を通じて当地で宝石加工を行い、完成し

た宝石はSFDが購入して販売してまいります。 

 このような活動を行うために、SFD India Private Limitedには販売や加工等に必要な要員を配置し、

場合によっては加工設備を設置して、試作や加工技術の開発を行うことも検討してまいります。 

 

２．設立する子会社（孫会社）の概要 

（１） 名 称 SFD India Private Limited 

（２） 所 在 地 インド・グジャラート州 

（３） 取 締 役 の 氏 名 藤森直治、杉原伸生、Neeraj Kumar 

（４） 事 業 内 容 ダイヤモンドの応用製品の開発、製造、販売 

（５） 資 本 金 3,000万INR 

（６） 設 立 年 月 日 2024年７月29日 

（７） 大株主および持株比率 当社 45％、SFD 55％ 



（８） 
上 場 会 社 と 

当該会社との間の関係 

資本関係 

当社が45％を直接出資し、当社100％子会社である 

SFDを通じて55％を間接出資する子会社（孫会社）

として設立いたしました。 

人的関係 

当社の代表取締役及び当社100％子会社であるSFD

の取締役が、子会社（孫会社）の取締役を兼務し

ております。 

取引関係 

子会社（孫会社）が販売する種結晶は、当社が製

作する計画です。また、子会社（孫会社）が宝石

に加工する原石は、当社が製作し、SFDを経由して

子会社（孫会社）に販売する計画です。子会社

（孫会社）が製作した宝石はSFDが購入して販売す

る計画です。 

 

３．エス・エフ・ディー株式会社の概要 

（１） 名 称 エス・エフ・ディー株式会社 

（２） 所 在 地 大阪府茨木市島四丁目26番６号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 藤森 直治 

（４） 事 業 内 容 ダイヤモンドの応用製品の開発、製造、販売 

（５） 資 本 金 60,000千円 

（６） 設 立 年 月 日 2024年１月16日 

（７） 大株主および持株比率 当社100％ 

 

４．日程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2024年５月10日 

（２） 設 立 年 月 日 2024年７月29日 

（３） 事 業 開 始 時 期 2024年９月（予定） 

 

５．今後の見通し 

 2024年５月10日に開示いたしました「当社及び当社子会社による子会社（孫会社）設立に関するお知

らせ」におきまして、SFD India Private Limitedの設立時期を2024年６月予定と記載しておりました。 

 設立時期が１ヶ月遅れましたが、同社のビジネス開始の準備を順調に進めてまいりましたので、この

遅れが2025年３月期の当社グループの連結業績に与える影響につきまして、軽微なものと見込んでおり

ますが、今後開示すべき事項が生じた場合には速やかに開示いたします。 

以上 


